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(57)【要約】
【課題】表示品位の劣化を防止した液晶表示装置を提供
することを目的とする。
【解決手段】液晶表示装置は、視差バリア用液晶パネル
に重ねられた光透過性基板５０と、液晶表示パネル１０
の表示領域を囲むように光透過性基板５０に形成された
遮光枠５２と、導光板３８の端面と対向するように位置
し、液晶表示パネル１０の端部を裏面２２側で支持し、
液晶表示パネル１０よりも外側にはみ出す部分を有する
フレーム４２と、を有し、遮光枠５２は、フレーム４２
の導光板３８に隣り合う部分及び当該部分よりも外側の
部分を覆うように形成され、フレーム４２は、入射する
光の一部を反射するとともに一部を透過する材料からな
る本体４４と、本体４４の導光板３８に対向する面を避
けて本体４４の液晶表示パネル１０側の面であって液晶
表示パネル１０からはみ出した部分に少なくとも形成さ
れた遮光膜４８と、を有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示面及び前記表示面とは反対側の裏面を有する液晶表示パネルと、
　前記液晶表示パネルに表示された左眼画像と右眼画像を分離して裸眼立体視を可能にす
るために、前記液晶表示パネルの前記表示面側に重ねられた視差バリア用液晶パネルと、
　前記視差バリア用液晶パネルの、前記液晶表示パネルとは反対側に重ねられた光透過性
基板と、
　前記液晶表示パネルの表示領域を囲むように前記光透過性基板に形成された遮光枠と、
　前記液晶表示パネルの前記裏面側に配置された、導光板を含むバックライトと、
　前記導光板の端面と対向するように位置し、前記液晶表示パネルの端部を前記裏面側で
支持し、前記液晶表示パネルよりも外側にはみ出す部分を有するフレームと、
　を有し、
　前記遮光枠は、前記フレームの前記導光板に隣り合う部分及び当該部分よりも外側の部
分を覆うように形成され、
　前記フレームは、入射する光の一部を反射するとともに一部を透過する材料からなる本
体と、前記本体の前記導光板に対向する面を避けて前記本体の前記液晶表示パネル側の面
であって前記液晶表示パネルからはみ出した部分に少なくとも形成された遮光膜と、を有
することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載された液晶表示装置において、
　前記本体は、前記液晶表示パネルからはみ出した部分に、前記液晶表示パネルを支持す
る面から上方に突出する凸部を有し、前記凸部は、前記液晶表示パネルの側方に位置し、
　前記遮光膜は、前記凸部の側面及び上面を含む領域に形成されていることを特徴とする
液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載された液晶表示装置において、
　前記遮光膜は、前記本体の前記導光板に対向する前記面を避けて前記本体の全体に形成
されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記液晶表示パネルを前記フレームに貼り付ける遮光性の両面テープをさらに有し、
　前記遮光膜は、前記両面テープと重複するように形成されることを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項５】
　請求項１から３のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記液晶表示パネルを前記フレームに貼り付ける遮光性の両面テープをさらに有し、
　前記遮光膜は、前記両面テープとの重複をさけて形成されることを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記液晶表示パネルの前記視差バリア用液晶パネル側の偏光板と、前記視差バリア用液
晶パネルの前記液晶表示パネル側の偏光板は、１つの偏光板が共用され、
　前記遮光枠は、共用される前記偏光板の縁部を覆うように形成されていることを特徴と
する液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　液晶表示パネルにフロントパネルと呼ばれる透明基板を備える液晶表示装置が知られて
いる（特許文献１）。フロントパネルの周辺部には不透明な領域（印刷部）があり、液晶
表示パネルの表示領域の周囲を印刷部で隠すようになっている。
【０００３】
　近年、画像の立体表示の要求に応える製品が開発されており、携帯電話や携帯用情報端
末等の中小型用機器としては、裸眼視するために視差バリア用液晶パネルを備えた液晶表
示装置が知られている（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－７８８９８号公報
【特許文献２】特開２００４－２９４８６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　液晶表示パネルと視差バリア用液晶パネルを重ねると、液晶表示パネルからフロントパ
ネルが離れてしまうため、フロントパネルを通して液晶表示パネルを斜めに見た際に、表
示領域の周囲が視認されることがある。特に、液晶表示パネルの表示領域の周囲の領域（
額縁）が狭い場合、液晶表示パネルを支持しているフレームが視認される。このフレーム
は、バックライトの導光板から光を受けて導波路と化し発光体となっているため、この発
光が視認されると表示品位を劣化させることになる。
【０００６】
　本発明は、表示品位の劣化を防止した液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）本発明に係る液晶表示装置は、表示面及び前記表示面とは反対側の裏面を有する
液晶表示パネルと、前記液晶表示パネルに表示された左眼画像と右眼画像を分離して裸眼
立体視を可能にするために、前記液晶表示パネルの前記表示面側に重ねられた視差バリア
用液晶パネルと、前記視差バリア用液晶パネルの、前記液晶表示パネルとは反対側に重ね
られた光透過性基板と、前記液晶表示パネルの表示領域を囲むように前記光透過性基板に
形成された遮光枠と、前記液晶表示パネルの前記裏面側に配置された、導光板を含むバッ
クライトと、前記導光板の端面と対向するように位置し、前記液晶表示パネルの端部を前
記裏面側で支持し、前記液晶表示パネルよりも外側にはみ出す部分を有するフレームと、
を有し、前記遮光枠は、前記フレームの前記導光板に隣り合う部分及び当該部分よりも外
側の部分を覆うように形成され、前記フレームは、入射する光の一部を反射するとともに
一部を透過する材料からなる本体と、前記本体の前記導光板に対向する面を避けて前記本
体の前記液晶表示パネル側の面であって前記液晶表示パネルからはみ出した部分に少なく
とも形成された遮光膜と、を有することを特徴とする。本発明によれば、遮光膜によって
フレームから出る光を遮断するので、表示品位の劣化を防止することができる。
【０００８】
　（２）（１）に記載された液晶表示装置において、前記本体は、前記液晶表示パネルか
らはみ出した部分に、前記液晶表示パネルを支持する面から上方に突出する凸部を有し、
前記凸部は、前記液晶表示パネルの側方に位置し、前記遮光膜は、前記凸部の側面及び上
面を含む領域に形成されていることを特徴としてもよい。
【０００９】
　（３）（１）又は（２）に記載された液晶表示装置において、前記遮光膜は、前記本体
の前記導光板に対向する前記面を避けて前記本体の全体に形成されることを特徴としても
よい。
【００１０】
　（４）（１）から（３）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記液晶



(4) JP 2012-255937 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

表示パネルを前記フレームに貼り付ける遮光性の両面テープをさらに有し、前記遮光膜は
、前記両面テープと重複するように形成されることを特徴としてもよい。
【００１１】
　（５）（１）から（３）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記液晶
表示パネルを前記フレームに貼り付ける遮光性の両面テープをさらに有し、前記遮光膜は
、前記両面テープとの重複をさけて形成されることを特徴としてもよい。
【００１２】
　（６）（１）から（５）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記液晶
表示パネルの前記視差バリア用液晶パネル側の偏光板と、前記視差バリア用液晶パネルの
前記液晶表示パネル側の偏光板は、１つの偏光板が共用され、前記遮光枠は、共用される
前記偏光板の縁部を覆うように形成されていることを特徴としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置を示す平面図である。
【図２】図１に示す液晶表示装置のII－II線断面の拡大図である。
【図３】液晶表示パネルを示す平面図である。
【図４】視差バリア液晶パネルを示す平面図である。
【図５】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の変形例１を説明する図である。
【図６】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の変形例２を説明する図である。
【図７】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の変形例３を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。図１は、本発明の実施形
態に係る液晶表示装置を示す平面図である。図２は、図１に示す液晶表示装置のII－II線
断面の拡大図である。
【００１５】
　液晶表示装置は、液晶表示パネル１０を有する。図３は、液晶表示パネル１０を示す平
面図である。液晶表示パネル１０は、ＴＮ（Twisted Nematic）型、ＳＴＮ（Super Twist
ed Nematic）型、ＶＡ（Vertical Alignment）方式、ＩＰＳ（In-Plane Switching）方式
など、構造や方式に限定されない。液晶表示パネル１０は、ガラスなどからなる透明の一
対の基板１２，１４を有し、両者間に図示しない液晶が挟まれている。一方の基板１２は
ＴＦＴ（Thin Film Transistor）基板であり、他方の基板１４はカラーフィルタ基板であ
る。一対の基板１２，１４の相互に反対側の面にはそれぞれ偏光板１６，１８が貼り付け
られている。液晶表示パネル１０は、画像が表示される表示面２０と、表示面２０とは反
対側の裏面２２を有する。基板１２には、集積回路チップ２４が搭載され、フレキシブル
配線基板２６が取り付けてある。フレキシブル配線基板２６は図示しない配線パターンを
有する。
【００１６】
　本実施形態に係る液晶表示装置は、立体画像表示を可能にするものである。詳しくは、
人の左右の目に異なる二次元画像を認識させ、その二つの二次元画像を基に、脳が三次元
空間を構築する。そのため、液晶表示パネル１０には、左眼画像と右眼画像が表示される
。
【００１７】
　液晶表示装置は、視差バリア液晶パネル２８を有する。図４は、視差バリア液晶パネル
２８を示す平面図である。視差バリア液晶パネル２８は、視差バリア方式（パララックス
バリア方式）によって、液晶表示パネル１０に表示された左眼画像と右眼画像を分離して
裸眼立体視を可能にするためのものである。視差バリア方式（パララックスバリア方式）
とは、画像の表示面２０に縦縞状のフィルタ（視差バリア）を重ねることで、左目には左
目用の映像だけが、右目には右目用の映像だけが映るようにする方式である。
【００１８】
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　視差バリア液晶パネル２８も、ＴＮ（Twisted Nematic）型、ＳＴＮ（Super Twisted N
ematic）型、ＶＡ（Vertical Alignment）方式、ＩＰＳ（In-Plane Switching）方式など
、構造や方式に限定されない。視差バリア液晶パネル２８も、ガラスなどからなる透明の
一対の基板３０，３２を有し、両者間に図示しない液晶が挟まれている。一方の基板３０
はＴＦＴ（Thin Film Transistor）基板である。基板３０には、フレキシブル配線基板３
４が取り付けてある。フレキシブル配線基板３４は図示しない配線パターンを有する。
【００１９】
　視差バリア液晶パネル２８は、液晶表示パネル１０の表示面２０側に重ねられている。
視差バリア液晶パネル２８と液晶表示パネル１０は接着層３６を介して接着されている。
接着層３６は光透過性であり透明であることが好ましい。
【００２０】
　視差バリア液晶パネル２８の液晶表示パネル１０とは反対側の基板３２には偏光板３８
が貼り付けられている。これに対して、視差バリア液晶パネル２８の液晶表示パネル１０
側の基板３０には、接着層３６が密着している。接着層３６は、液晶表示パネル１０の視
差バリア液晶パネル２８側の偏光板１８に密着している。この偏光板１８は、液晶表示パ
ネル１０の視差バリア用液晶パネル側の偏光板であるとともに、視差バリア用液晶パネル
の液晶表示パネル１０側の偏光板でもある。つまり、１つの偏光板１８が共用されている
。
【００２１】
　図２に示すように、液晶表示パネル１０の裏面２２側に重なるように導光板３８が配置
されている。導光板３８は、図示しない点光源から入射した光を面光源に変換するように
なっている。導光板３８の液晶表示パネル１０とは反対側には反射フィルム４０が配置さ
れ、導光板３８から下方（液晶表示パネル１０とは反対側）に出射する光を反射して導光
板３８に戻すようになっている。導光板３８及び反射フィルム４０に、図示しない光源及
び光学フィルムなどを加えてバックライトが構成される。バックライトは、液晶表示パネ
ル１０の裏面２２側に配置されている。
【００２２】
　液晶表示装置は、フレーム４２を有する。フレーム４２は、液晶表示パネル１０の端部
を裏面２２側で支持している。フレーム４２は、液晶表示パネル１０よりも外側にはみ出
す部分を有する。液晶表示パネル１０は、遮光性の両面テープ４６によってフレーム４２
に貼り付けられている。フレーム４２の本体４４は、ポリカーボネートやＡＢＳ樹脂など
の樹脂のモールド成形によって形成されている。フレーム４２の本体４４は、受けた光の
一部を反射するとともに一部を透過する材料（例えば白色の材料）からなる。
【００２３】
　フレーム４２は、導光板３８の端面（図示しない光源から光が入射する端面とは反対側
の端面）と対向するように位置している。したがって、導光板３８の内部を進行する光は
、導光板３８の端面から出射してフレーム４２の方向に進行し、フレーム４２の本体４４
の表面で一部が反射し、一部が本体４４の内部に透過する。本体４４の表面で反射した光
は導光板３８に戻るので、バックライトの輝度を向上させることができる。
【００２４】
　フレーム４２の本体４４には、例えば黒色の遮光膜４８が形成されている。したがって
、本体４４の内部に透過した光は、遮光膜４８によって遮られて出射しないようになって
いる。遮光膜４８は、光を吸収する性質を有していてもよいし、光を反射する性質を有し
ていてもよい。遮光膜４８は、印刷により形成してもよいし、塗布により形成してもよい
。遮光膜４８は、本体４４の導光板３８に対向する面を避けて形成されているので、導光
板３８からの光を反射する機能は妨げないようになっている。遮光膜４８は、本体４４の
液晶表示パネル１０側の面であって液晶表示パネル１０からはみ出した部分に少なくとも
形成されている。なお、図２に示す例では、遮光膜４８は、両面テープ４６との重複をさ
けている。
【００２５】
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　視差バリア用液晶パネルの液晶表示パネル１０とは反対側には、光透過性基板５０が重
ねられている。光透過性基板５０には、液晶表示パネル１０の表示領域を囲むように、遮
光枠５２が形成されている。遮光枠５２は、共用される偏光板１８の縁部を上方で覆うよ
うに形成されている。遮光枠５２は、フレーム４２の一部（導光板３８に隣り合う部分）
を上方で覆うように形成されている。さらに、遮光枠５２は、フレーム４２の他の一部（
導光板３８に隣り合う部分よりも外側の部分）も上方で覆うように形成されている。
【００２６】
　遮光枠５２によって、光透過性基板５０に対して垂直に見たときにフレーム４２は隠れ
る。しかし、図２に矢印で示すように、光透過性基板５０に対して斜めに見たときに、フ
レーム４２が見えてしまう。このとき、フレーム４２が発光していると表示品位に影響を
与える。そこで、本実施形態では、遮光膜４８によってフレーム４２から出る光を遮断す
るので、表示品位の劣化を防止することができる。
【００２７】
　図５は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置の変形例１を説明する図である。この例
では、遮光膜１４８は、本体１４４の導光板３８に対向する面を避けて本体１４４の全体
に形成されている。液晶表示パネル１０は、遮光性の両面テープ４６によってフレーム１
４２に貼り付けられている。遮光膜１４８は、両面テープ４６と重複している。
【００２８】
　図６は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置の変形例２を説明する図である。この例
では、本体２４４は、液晶表示パネル１０からはみ出した部分に、液晶表示パネル１０を
支持する面から上方に突出する凸部２５４を有している。凸部２５４は、液晶表示パネル
１０の側方に位置している。遮光膜２４８は、凸部２５４の側面及び上面を含む領域に形
成されている。
【００２９】
　図７は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置の変形例３を説明する図である。この例
では、遮光膜３４８は、本体３４４の外側面（導光板３８に対向する面とは反対側の面）
にも形成されている。また、遮光膜３４８は、本体３４４の上面（光透過性基板５０を向
く面）の全体に形成されている。ただし、遮光膜３４８は、本体３４４の導光板３８に対
向する面及び下面（光透過性基板５０とは反対を向く面）を避けて形成されている。液晶
表示パネル１０は、遮光性の両面テープ４６によってフレーム３４２に貼り付けられてお
り、遮光膜３４８は、両面テープ４６と重複している。遮光膜３４８は、遮光フィルムか
らなる。
【００３０】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく種々の変形が可能である。例え
ば、実施形態で説明した構成は、実質的に同一の構成、同一の作用効果を奏する構成又は
同一の目的を達成することができる構成で置き換えることができる。
【符号の説明】
【００３１】
　１０　液晶表示パネル、１２　基板、１４　基板、１６　偏光板、１８　偏光板、２０
　表示面、２２　裏面、２４　集積回路チップ、２６　フレキシブル配線基板、２８　視
差バリア液晶パネル、３０　基板、３２　基板、３４　フレキシブル配線基板、３６　接
着層、３８　導光板、４０　反射フィルム、４２　フレーム、４４　本体、４６　両面テ
ープ、４８　遮光膜、５０　光透過性基板、５２　遮光枠、１４２　フレーム、１４４　
本体、１４８　遮光膜、２４４　本体、２４８　遮光膜、２５４　凸部、３４２　フレー
ム、３４４　本体、３４８　遮光膜。
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